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1 = 2， 1958~59， 61~62， 64，以下「訳稿lと呼ぶ)
これは唐名例律第 1~36条までを的確な現代語に訳し，詳細な校記と注釈を加えたものであり，唐
律研究に大きな影響を及ぼした。


















銭大群訳注 f麿律訳注j(江蘇古籍出版社， 1988) 





































































h依例 ( 3ー 73-2，賊45問答)ー→名49



























広義には，名8(議章)，名 9 (請章)と名10を合わせて，例減という。滋賀氏は， 3ケ条の減軽を総









7 挙H ・H ・為例・暗挙H ・H ・為例




































く例……〉の文型について，滋賀氏は， r訳註.JV， VIにおいて，一貫して「例トシテ」と読まれ (a











a訳註.1VI p.122)と読まれ，曹『訳注.1(p. 641)は， I蓮是恐↑自他伺牽渉到知暁実情，所以法例不許
他伺留住在原地。」と訳している。
中村氏の読み下し文には全く問購がないが， <例〉が名却を官接引用しているかについては，文型上
疑問がある。 iについても同様に，筆者は「例として軽重相い挙ぐるに従う」と読みたい (r訳註JlVI 
p.127，曹『訳注Jlp.643参照)。































































































( 3 ) なおこの他『唐律疏議J名例律の英訳に， Wallace Johnson， The T'ang Code， Vol.， General Princi 
ples， Princeton University Press， 1979がある。衛禁律以下は未刊である。











( 8 ) 戴『各論J下p.543，r訳注jVlI p.372には特に注記はない。曹 f訳注jp.794では「比照《名例)，也応
允許他提出控告。」としてく例〉を名例律にとる。しかし問答の内容から考えると， このく例〉は，本条(闘
4)を指すものと思われる。
( 9 ) 仁井田陸『唐令拾遺.!(東京大学出版会， 1964) p. 771 
(10) 仁井田，前掲書， p.595 
(11) 雑54疏に「若誤毅失私物，依下条例，償而不坐。」とある。 ζれは「下条の例に依り」と読むべきであ
ろう。戴『各論J下p.713は雑57を指すという。
(12) 名53は，準拠に関する用語について定義を与えた条文である。その解説の中で，滋賀秀三氏は「律が他
条への依拠を示すときに用いる表現が本条所掲の字句だけに限られるわけではない。「如Jr同Jr依Ji従」
等の字を用いた不定型的な表現は，いずれも言語の常識にしたがって，留保なしの完全な依拠の意味に解
しておけばよい。J(r訳註jV p.319) と述べられている。
律を理解する上で，いくつかの注意を要する文字に対する関心は，元の王元亮の『纂例J中の「例分八
字J(以・准・皆・各・其・及・即・若)などにすでに見えている。すなわち旧中国の法律を理解する上
で，専門用語を十分に身につけることは言うまでもないが，その他極めて平易な言葉の中にも理解の鍵と
なるものが含まれている。棟鵬生主編『中国古代法律三百題j(上海古籍出版社， 1991) pp.693~700参
照。
附記紙幅の制限のため，まず1<例〉字の用法までを附印し，他日続篇を公表する (1994・3・24)
(おかの まこと)
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